
[001]終了後、参加者のみなさんからたくさんのフィードバックを頂きました。
あの場にいた人があの場で、そしてその後、何を感じたのか。それらを共有することで、さらに意味が共
有されたり、新しい意味が創られるのではないかと思い、みなさんとシェアしたいと思います。

“対話は社会のいろいろな問題を
解決するインフラ”              

                        Yuya Nishimura

　知人から話を聞いて参加を決めたもの
の、いまひとつ、内容がわからないまま
参加しました。 

グループに分かれての時間は、そういう
わけで、ちょっと心配しながらのスター
トでしたが、知人も一緒のテーブルで、
吉村さんも来てくださって、とても率直
な対話についての対話ができて、大変有
意義な時間でした。一番、印象に残った
のは、会社や国で重大なことが、対話で
はないやり取りの中で決められそれがあ
たかも答えかのように実行されていき、
動いていくということ、そして、吉村さ

んが「だから、私はこういうことをした
いと思ったのです。」という言葉でした
人が人としてつながって、世の中が、国
が、世界が動いていくそんな当たり前の
ことが、実現するように何かをしたいと
私も思います。

　基本的に大勢の初対面の方々とお話を
する事がとても苦手なので、これはま
いったな、というのが第一印象でした。
しかし、とても寛いだ雰囲気のお陰で妙
な緊張も解けました。ワールドカフェは
予想以上の面白さでびっくり。

同じテーマを前向きに、皆で紡ごうとい
う意識のもと 話していくと、こんなに
触れ合うものが生まれるんだなと感じ
ました。対話という言葉の認識が改まっ
た途端に、普段ちっとも対話ができな

い、と自分の中で腹立たしく思っていた
相手に対して、実は自分が心を閉ざして
いるからだ、と思えました。ありがとう
ございます。

我々営業の世界でも、営業とお客様とい
う役割に捉われず説明ではなく会話でも
なく、お客様と対話をできる者が真の営
業なんでょうね。そうしたいですね。
　山下さん.生命保険会社マネージャー
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「わたし」にとっての

「対話」 

心を開く    みみをすます
ジャッジしない     主客の関係性から逃れる
行為に溶ける
創作における対話的側面と到達的側面
そして   毎日のこと
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REPORT

ワールドカフェ：
　　　探求のテーマ
1 対話って何なんでしょう？


2 日常に対話があると、そこから
何が生まれるでしょうか？


Theme: 対話の場とは何か？
対話の場から生まれるもの

Story: Dialogue Bar 代表　西村勇也



対話って何だろう？
「対話」っていうのは、その瞬間
での100％の自分をしっかりと出
すことからはじまっていくことな
んだなと思う。

話を聞きたいときは聞きたい自分
の100％。話たいときは、話した
い自分の100％。場の空気を楽し
みたいときは、場の空気を楽しむ
自分の100％。

決して結論を焦らず、無理に場を
盛り上げようともせず、出来るだ
け、自分の感じていることをその
まま表現する場。それが対話をす
るためのはじめの一歩なんだな
と、ぼんやりと思った。

当日、僕が強く思ったのは「子ど
もの頃、公園で遊んだときの感
覚」でした。それについては「感
覚」なのでうまく言葉にはできな
いんですが、例えば、知らない子
がいても遊んでるうちに、すごく
仲間意識が芽生えちゃう感覚。

遊びと遊びをうまくかけあわせ
て、新しい遊びを作っちゃうとき
の感覚。夕暮れどきに、「まだ帰
りたくないな～。残っていれば何
かまだあるんじゃないかな～。」
となかなか帰る気持ちになれない
感覚。とかとか…。

多分、今の会社の目の前が小学校
で、子供達が隣の公園で遊んでる
のをよく目にしてるのも関係して
るかもしれません。大雑把にいう
と「みんながそれぞれの個性を発
揮して、楽しめる場所」っていう
のを僕も作っていきたいな～と強
と強く思いました。　

　ＳＩＤ後、「対話」について気
がついたのですが、人との対話、
自分との対話、以外にも、「本」
との対話、「モノ」との対話もあ
るなぁ、と。

タイムラグがあるからメールは
「対話」ではない、と定義してい
た参加者の方もいましたが、「対
話」は時空間を超える（「時をか
ける少女」みたいになっています
が）ものではないかという思いに
いたりました。

　初めての参加だったので、
ちょっと勝手がわからず対話テー
ブルの１と２くらいまでは、やは
り少し緊張していたようです。
「対話とはなにか」について議論
ぽくなったように思います。３番
目のテーブルで、ある女性が
「ゆっくりしゃべるのが大事な気
がする」と言われたのにハッとし
ました。対話って、急いで答えを
出そうとせずに、まずは話すこと
そのものを楽しめばいいんだと気
づきました。テーブルが変わるご
とに気持が変化することがおもし
ろかったです。

ワールドカフェという方法は、と
てもいいなと思いました。普通の
会議や研究会（大学も含む）では
知識豊富な人や、声のでかい人が
イニシアティブを取りがちでしょ
う？でも小人数のテーブルは自然
と互いを尊重するムードが生まれ
やすく、話しやすいと感じまし
た。

ファシリテーターのお二人はどう
するのだろうと思っていたら、そ
れぞれテーブルに入られたので、
それも、講師とお客にならずに場
所とテーマを共有できていい感じ
でした。

SIDに参加して
　
　私の関心あるテーマは、
ソーシャルイノベー ショ
ン、ダイアローグ、 組織の
精神性の向上、コアクティ
ブコーチング、子どもの教
育に興味があるので、ＳＩ
Ｄ（ソーシャルイノベー 
ションダイアローグ）と聞
いて、迷わず参加させてい
ただきました。

 ワールドカフェは初めての
体験で、限られた時間でい
ろいろな方の感じ方、考え
方に多くの接することがで
きておもしろかったです。
「対話とは何か」という 
テーマは、個人的には自分
の人生の中での「対話」の
重要性、人とどのような関
係性を作ってゆくかの意義
について改めて再認識する
良い機会でした。あまり経
験されたことがない方に
は、共感できない問いだっ
たかもしれません。

各テーブルにイキイキとし
たレベルのダイアローグを
成立させるには、経験豊富
なファシリテーターや、質
の高い対話をしたことのあ
る経験者の割合が多くない
となかなか、イキイキワク
ワクするダイアローグには
行かないだろうなと思いま
した。

だからこそ、回数を重ね、
経験者が増えることで、全
体が相乗効果ですばらし
くなってくるのだと思いま
す。またぜひ参加させてい
ただきます！

ＰＳ　時間切れで、みなさ
んの気づき、学びを全体共
有する時間がなくて残念で
した。
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対話は「寄せ鍋」説
「ワールドカフェ？？？」てなま
ま、参加して、着いてから、一抹
の不安や疑念が。。。。
しかし、そんなものが消え去るま
でに、全く時間は要しませんでし
た。

なんと安易な。
心地よい高揚感。

「寄せ鍋」
これがもっとも腑に落ちたワード
でしたね。この言葉は、きっと一
生心に残るでしょう。「対話」に
対する意識が変わった、と同時
に、「寄せ鍋」に対する意識も変
えてしまったんですから。（笑）

西村さんの話が始まって、
何となくの趣旨を把握し始めまし
た。（遅っ！）ここでいう「対
話」というものを、頭では納得し
つつも、「このように予め用意さ
れた場や、定められた手法の中
で、果たして、本当に「対話」で
きるのだろうか。自然発生的な
「対話」でなく、準備された「対
話」は、生きた「対話」になるの
だろうか。（何か「対話」を意識
した「対話」になるんじゃない
か？？）」というのが、ボクが最
初にもった「疑念」かなあ。

だけど、
ほんとに、
そんなものは、ごくごく短時間で
消え去っていた、というか、
そんな疑念があったことすら、
あっという間に忘れていたよ。
不思議。

「心が、出入りが自由な状態に開
いている。」

それが、「対話」中の印象。

もちろん、あの場にいた人達は、心
を「開く」準備の出来ている人達で
あったから、ボクもそうなれたのか
もしれないけれどね。
日々の生活の中でも、その状態を
保って人と関わることが出来たら、
どんなによいことだろう。
と、今、本気でそう思う。

̶̶「寄せ鍋」
この言葉と出会ったのは、２つめ
のテーブルでした。
（この時のメンバーの誰かが、一
つ目のテーブルで耳にしたワード
だったみたい。）この言葉で、一
気に盛り上がったんだよ～。

（以下、そのテーブルの流れ～）
「対話」＝「寄せ鍋」
石狩鍋や、チゲ鍋などなどのよう
に、目指すべき味を持たない。
誰からどんな具材がでてくるかわ
からない。

しかし、それじゃあ、めちゃく
ちゃ不味くなる可能性だってある
じゃない！？まてよ？
「寄せ鍋」の楽しみは、結果であ
る「味」にあるんじゃない！
寄せ合う「出来事」としての過程
にあるんだよ～。

「寄せ鍋」っていい鍋だねえ。お
好み焼きとかもそうだけど、鍋を
囲んで、いっしょに作ってるのっ
て、なんか高揚感あるよね～。
「寄せ鍋」やりたくなってき
ちゃったねえ。と鍋談義。

おっと、「対話」の話だった。
って、これ全部、「鍋」を「対
話」に置き換えられちゃうじゃな
い。。。何を持ち込むのか、個々
人に託されていて、何を持ち込ま
れても受け入れて、刻々と生まれ
てくる変化を楽しむ。行き先など
は気にせずに。決まっているの
は、湯の沸いた鍋があること。

テーブルは、鍋。
言葉は、寄せ合う具。
みなでつつく。

というか、自分たちも、体ごと、
どっぷりと鍋に浸かって、茹でら
れてる。ああ心地よい。
そんなかんじ。

（言い直し。）
　「テーブルが、鍋。
　具は、人間。」の方がしっくり
くるか～。 
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SIDで過ごした時間
　
　今回も楽しくてあっという間の
時間でした。私の中に何となく
漂っているけれど，まだ言葉にな
らない思いを誰かが言葉にしてく
れると，
「そうそう，それ！！」っと、嬉
しくなりますね。今回は，そんな
嬉しい瞬間が沢山ありました。

また次回も楽しみにしておりま
す。

 貴重な体験の場をいただき、あ
りがとうございました。

ダイアローグやワールドカフェと
いう手法は、よく考えられた面白
い手法です。手法ですから、使っ
てナンボ。よく知らない者同士、
なかなかコミュニケーションが深
まらない者同士が使うのに良いの
かな、と感じました。
 

ただ、誰でもできる手法ではな
い、とも感じました。会に参加し
ている人は、そもそもコミュニ
ケーション能力がある一定レベル
以上の人たちばかりです。だか
ら、うまくいく。
 

講師への質問にも出てましたが、
ネガティブな人やあまり話したが
らない人たちが多かったときには
「？」がつくのかな、と感じまし
た。世の中、困った人というのが
いますからね～。まあ、そういう
人たちとの経験はないので、あく
まで想像ですが。

　僕としては、久しぶりのワール
ドカフェでかなり良かったです◎

個人的には最近モンモンと悩んで
いることの解決策(？)が少し見え
た感じがしました。

単純に一参加者としてのワールド
カフェもとても久々で、問いにか
なり集中出来ました。

だからこそ、自分の今の状況とリ
ンクさせて問いに集中出来たの
で、気付きを多く得られたんじゃ
ないかと思います。

今回の問い自体は僕としては、す
んなり入れました◎

問いをつくるのは難しいし、面白
いですよねぇ。
（20代　メーカー人事）

　

冒頭の西村さんのパフォーマンス
には脱帽ですよね。話すのは苦手
なんておっしゃってますけど、人
の気持を掴むのうまいなぁ～。座
布団３枚！

お二人のやりとりはとても分かり
やすかったですし、すぐに和やか
でフラットな雰囲気ができてよ
かったなぁ思いました。私はここ
の部分も楽しみました。

なによりはるみさん自身がわくわ
くしている感じが伝わって来て、
Goo~!!　顔にでてる！今後、はる
みさんがどんな方をメイントーク
に選ばれるのかが、とても楽しみ
です。
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